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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 4日 (2004.3.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
相 対 向 す る 面 に そ れ ぞ れ 配 向 膜 が 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 間 に 液 晶 が 挟 持 さ れ て な り 、 複 数
の 走 査 線 と 、 複 数 の デ ー タ 線 と 、 こ れ ら 走 査 線 お よ び デ ー タ 線 に よ り 区 画 さ れ た 画 素 領 域
毎 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 お よ び 画 素 電 極 と 、 を 有 す る 液 晶 装 置 で あ っ て 、
前 記 配 向 膜 は 斜 方 蒸 着 法 に よ っ て 形 成 さ れ て い る と と も に 、 前 記 液 晶 は ネ ガ 型 の ネ マ テ ィ
ッ ク 液 晶 と さ れ て な り 、 前 記 一 対 の 基 板 間 に 挟 持 さ れ る 液 晶 層 の 厚 さ を ｄ と し 、 前 記 画 素
電 極 同 士 の 間 隙 を Ｌ と し た と き に 、 ｄ ／ Ｌ ≧ １ な る 関 係 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 液 晶 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 配 向 膜 が 酸 化 シ リ コ ン ま た は 窒 化 シ リ コ ン か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 画 素 電 極 が 光 反 射 性 の 金 属 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か
に 記 載 の 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 投 射 型 表 示 装 置
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】



【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 装 置 は 、 相 対 向 す る 面 に そ れ ぞ れ 配 向 膜 が
設 け ら れ た 一 対 の 基 板 間 に 液 晶 が 挟 持 さ れ て な り 、 複 数 の 走 査 線 と 、 複 数 の デ ー タ 線 と 、
こ れ ら 走 査 線 お よ び デ ー タ 線 に よ り 区 画 さ れ た 画 素 領 域 毎 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子
お よ び 画 素 電 極 と 、 を 有 す る 液 晶 装 置 で あ っ て 、 前 記 配 向 膜 は 斜 方 蒸 着 法 に よ っ て 形 成 さ
れ て い る と と も に 、 前 記 液 晶 は ネ ガ 型 の ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 と さ れ て な り 、 前 記 一 対 の 基 板
間 に 挟 持 さ れ る 液 晶 層 の 厚 さ を ｄ と し 、 前 記 画 素 電 極 同 士 の 間 隙 を Ｌ と し た と き に 、 ｄ ／
Ｌ ≧ １ な る 関 係 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 液 晶 装 置 は 、 前 記 配 向 膜 が 酸 化 シ リ コ ン ま た は 窒 化 シ リ コ ン か ら な る こ と
を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 液 晶 装 置 は 、 前 記 画 素 電 極 が 光 反 射 性 の 金 属 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る
。
ま た 、 上 記 液 晶 装 置 を 投 射 型 表 示 装 置 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
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